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□太刀掛優： 帰化植物便覧 306 pp . 1998. 
比婆科学教育振興会 （〒 727-0013 広島県庄 
原市西本 町 1-7-7). ¥3,300 

琉球も含めた日本全国の帰化植物とされる 
ものを網羅したもので， 1332 種が挙げられて 
る.著者の見解で纏めたと言うより，従来発 
表された文献を猢渉して纏めたものである. 
帰化植物は年々増加しているが，その報告は 
地方的な雑誌に載せられたりしていてして， 
どのような植物がどこで報告されたかを知る 
のはかなり困難である.この本では文献を克 
明に拾っていて，帰化植物を知るには非常に 
便利なものとなっている.しかも一部は原著 
者の記述を抜粋しているので，もとの報告を 
見なくても理解できようになっている（ただ 
し，著者の了解のうえでないと著作権に抵触 
するので，慎重に引用する必要がある）.これ 
らのなかには帰化植物と考えられないものも 
含まれている.キクモ，アゼナなどはもとも 
との野生であろう.アゼトウガラシ，スズメ 
ノトウガラシなどの水田雑草も，水田という 
人の作った環境に周辺から入り込んだもので 
あろう.アジアの暖地に広く分布するこれら 
の種類を，史前帰化植物として処理するのは 
安易な扱いである.帰化率ということがよく 
使われるけど，その基礎となる帰化植物の範 
囲は，厳密な考察のもとに行われなければな 
らない.現在進められている平凡社の帰化植 
物図鑑でも，この配慮をしてもらいたい. 

(山 崎敬） 

□福井県植物研究会（編）： 福井の野草 （上) 

276 pp . 1997. (下） 344 pp .1998. 福井県植 
物研究会 （〒 910-0006 福井市中央区 2-8-27 

Tel .0776-27-0220) . (上） ¥2,000. (下）¥ 
2,300 

鳴橋直弘氏の監修のもとで，若杉隆生氏を 
中心に 5 人の執筆者で作られた，カラー図鑑 
である.福井県の植物を網羅しようと努力し 
ていて，帰化植物も含めて約 1350 種が収録さ 
れ，草本類のかなりの数が載せられている. 
写真が見事なので，種類の同定に役立つし， 
写真だけを見ていても楽しい本である.渡辺 
定路「福井県植物誌」 (1989) と併用すれば， 
福井県の植物調査に非常に役立つ本である. 
次回は樹木であるが，全 5 巻の予定で海藻類， 


蘚苔類，変形菌類まで計画されている. 

(山崎敬) 

□渡辺典博： 巨 樹 • 巨木452 pp . 1999 .山 
と渓谷社 ¥3,200. 

日本全国の巨樹を集めた写真集である.サ 
クラ 111 本，スギ 71 本，クスノキ 55 本，イ 
チョウ 43 本など 77 種類 674 本の樹木を収録 
している.巨樹の本は幾つかあるけど，これ 
だけ纏まった写真集は初めであろう.写真は 
見事でそれぞれの木の性質をよく表し，それ 
ぞれが持つ雄大な姿が示されている.県ごと 
に収録されたの種類や，種類ごとの表がある 
ので，どこにとのような巨樹があるのかが良 
くわかる•ただ沖縄県からはひとつも収録さ 
れていないのは意外である. （山崎敬） 

□大原雅（編著）： 花の自然史[美しさの進 
化学] 262 pp . 1991. 北海道大学図書刊行会 
¥3,000. 

植物の繁殖のための重要な器官である花 
を，色♦香り♦形.咲くという観点から，野 
外調査を主にした研究を紹介したものであ 
る.ギンリョウソウの花が目で見るような単 
なる白でなく，紫外線を反射する「昆虫白」と 
いう色を持つもので，それで昆虫を引き寄せ 
ることや，シシウドが小さな花の集まった， 
なんの特色もない花序を持つけれど，ひとつ 
の花序を作る小花序の間で雄性期間，休眠期 
間，雌性期間の区別を行なって，異固体との 
交配に役立てているなど，個々の植物の生活 
を詳細に観察調査することが，種進化の研究 
の重要な手段であることを教えてくれる.こ 
こにはそのいく つかの 例が紹介されていて， 
今後の研究を示唆する内容である.しかし被 
子植物の花の系統発生は，モクレン類のもの 
をもとに進化してというような単純なもので 
はない.したがって花を扱うにはその概念が 
基礎になくてはならない.進化の仕方によっ 
ては送粉様式も変わってくるであろう.特に 
風媒については全く触れていないのは片手落 
ちである.植物の_然史の研究は分子生物学 
のように論理だって進めることは難しい. そ 
れだけに十分な基礎が望まれる.（山崎敬） 



